
司
会
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
臨
界
事

故
を
語
り
継
ぐ
会

の
大
泉
さ
ん
か
ら

「
地
元
か
ら
の
報

告
」
、
「
原
水
爆

禁
止
日
本
国
民
会

議
か
ら
の
報
告
」

を
受
け
て
、
原
子

力
資
料
情
報
室
か

ら
山
口
さ
ん
の
講

演
を
受
け
た
。

講
演
で
は
Ｊ
Ｃ

Ｏ
臨
界
事
故
時
、

染
色
体
が
す
べ
て

切
断
さ
れ
細
胞
分

裂
が
出
来
な
い
状
態
が
引
き
起

こ
さ
れ
た
。

東
海
村
の
原
発
は
40
年
を
経

過
し
て
い
る
。

「
老
朽
化
の
問
題
」
「
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
考

え
ら
れ
る
事
故
時
の
途
方
も
な

い
96
万
人
避
難
計
画
？
」
等
に

つ
い
て
講
演
が
始
め
ら
れ
、
地

震
度
の
ス
ペ
ク
ト
ル
等
や
中
越

地
震
等
の
新
潟
県
の
住
民
運
動

か
ら
東
京
電
力
の
甘
さ
が
指
摘

さ
れ
、
小
委
員
会
・
技
術
委
員

会
・
県
・
県
民
の
相
互
関
係
が

出
来
上
が
っ
た
経
過
な
ど
を
受

け
た
。

技
術
委
員
会
の
課
題
は
、
地

震
動
に
よ
る
重
要
機
器
の
状
況
・

海
水
注
入
時
の
重
大
事
項
の
意

思
決
定
・
東
京
電
力
の
事
故
対

応
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
等
の
情
報
発
信
の
在
り
方

（
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
は
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
発
生

し
て
い
な
い
と
当
初
東
京
電
力

が
報
じ
て
い
た
）
・
高
線
量
化

の
作
業
・
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
な
ど
。

東
京
電
力
福
島
原
発
の
検
証

が
訴
え
ら
れ
、
新
潟
に
お
い
て

の
事
故
原
因
と
技
術
委
員
会
・

健
康
と
生
活
へ
の
影
響
・
安
全

な
避
難
方
法
と
避
難
委
員
会
の

考
え
が
報
告
さ
れ
た
。

講
演
終
了
後
、
集
会
ア
ピ
ー

ル
、
デ
モ
行
動
を
行
っ
た
。

第３号 こくろう みと 平成２９年１１月１０日

原
発
再
稼
働
を
許
す
な
！
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水戸市中央1-１—11
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029-221-4008
発行責任者 塚原良雄

編集責任者 坂下 司

仲
間
の
信
頼

力
に
変
え
て

さ
あ
踏
み
だ
そ
う

組
織
の
拡
大
へ

東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
か
ら
18
年
が
経
過
し
た
。

９
月
30
日
、
東
海
第
２
原
発
再
稼
働
を
許
す
な
！

Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
18
周
年
集
会
が
開
催
し
た
。
全
体

で
３
０
０
名
、
国
労
か
ら
10
名
が
参
加
し
た
。


